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リレーションシップ最前線　南九州支店 

“濃いお付き合い”で地域との絆を育む。 
株式会社マキオ／雲海酒造株式会社 

未
来
人
図
鑑

鈴
廣
か
ま
ぼ
こ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
副
社
長
　
鈴
木
悌
介 

氏 

命
の
循
環
を
回
復
さ
せ
蒲
鉾
の
価
値
を
次
代
に
つ
な
ぐ
。 

 

2008年12月16日、シンガポール駐在員事務所を現地法人化し、DBJ100％
子会社「DBJシンガポール株式会社」（DBJ Singapore Limited）として開業
しました。
成長著しい東南アジアの中心に位置し、金融センターとしてもその影響力を
増すシンガポールに営業拠点を設けることにより、融資、投資、M&Aアドバイ
ザリーなどお客さまの広汎なニーズに応えています。
DBJシンガポールは、アジア、オセアニア全域を担当し、主な活動内容として、

成長戦略の一環として海外業務への本格的取り組みの中で実現したDBJ
シンガポールの開業により、お客さまのグローバルな活動を一層積極的に
支援して参ります。

■DBJシンガポール株式会社の概要（平成21年7月1日 現在）

設　　　立 ： 平成20年12月
資　本　金 ： 100万シンガポールドル
事 業 内 容 ： 投融資、M&Aアドバイザリー業務
本社所在地 ： 9 Raffles Place, #30-03 Republic Plaza,
　　　　　　Singapore 048619
代　表　者 ： CEO ＆ Managing Director　川住 昌光（写真前列の左側）

1）アジア、オセアニア地域に進出あるいは業況拡大を図る日本企業
　に対するサポート、および

2）日本に進出しようとするあるいは日本企業との事業提携等に関心
　を有する外国企業に対するサポートを行っています。

DBJシンガポール（株）オープニングスタッフ

日本政策投資銀行  広報誌
2009 . 7
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“濃いお付き合い”で 

地域との絆を育む。 

ＤＢＪの全国10支店では日々、お客さまとのリレーションシップ（長期的な

信頼関係）の維持・強化に向けた活動を展開している。今回訪ねたの

は、支店の中で最南端に位置する南九州支店。そこで出会ったのは、

豊かな自然の中で独自の産業・文化を育んできた地域にふさわしい２つの

地場企業──独創的な経営で日本の小売業を進化させる（株）マキオ、

焼酎文化を変えたといわれる日本初のそば焼酎「雲海」を世に送り

出した雲海酒造（株）──だった。 

企画・発行
（株）日本政策投資銀行

取材協力
（株）マキオ
雲海酒造（株）
鈴廣かまぼこ（株）

制作・編集
ウィルソン・ラーニング ワールドワイド（株）

表紙のイラスト
内藤まろ

取材・文
河内正和

アートディレクション・デザイン
（株）カナウ

写真
安海関二

第 4回

雲海酒造株式会社／酒泉の杜・手造り蔵の仕込みかめ。

株式会社マキオ／A-Zスーパーセンター阿久根店。
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「南九州支店は、各担当者がそれぞれの持ち味を活かして、お客さまと

のリレーションシップの強化に努めています。この地域では農業、畜産業に

ついて理解することが、エリアの専門家として求められます。同時に、世界

レベルの先端技術を持った製造業にも着目しています」 

株式会社マキオ
代表取締役社長

牧尾 英二氏

　23年前、過疎地の人々の生活インフラを支える24時

間営業の大規模小売店を計画して申請したとき、九州通

産局の認可が下りず、結局11年間も待たされました。また、

12年前の第１号店のオープンに際しては、残念ながらどの

銀行からも賛同は得られませんでした。それでも私は、困っ

ている人がいるのだからこの事業は必ずうまくいくはずと考

えて実行し、今日まで続けてきました。

　今、日本の小売業は過渡期にあります。これまでの小

売業は強いリーダーシップの下で管理する管理小売業で

あり、お客さまのためと言いながら会社の利益を第１に追

求してきました。でも経済が成熟化するこれからの時代には、

そうした成功モデルは通用しません。すでにＧＭＳ（総合ス

ーパー）や百貨店も時代に合わなくなっているのです。

　成熟の時代の小売業としてどんな業態が最適なのか、

まだ将来像は見えておらず、これから特定されていくことに

なりますが、私は過疎地でお客さまのために準インフラ事

業的に行うＡＺが、１つのモデルになればと思っています。

よく大手小売業の経営陣の方が店舗の視察に見えられ

ますが、求められればＡＺの経営情報、ノウハウをすべて提

供するのも、そのためです。

　一般の民間金融機関とは違い、もともと政府系金融機

関として長期的かつマクロな視野を持つＤＢＪが、今後どう

いう戦略・政策をとっていくのか注目しています。そして、そ

うしたＤＢＪの戦略の中に、当社のＡＺ事業が新しい小売

業の業態の１つとして位置づけられることを期待しています。

最
 

DBJ南九州支店　業務課長　久保田 和雅（現 経営企画部 広報・CSR室課長） 

不
 

    

過
疎
地
の
大
規
模
店 

 

初
は
私
も
、こ
ん
な
過
疎

地
で
大
規
模
小
売
業
が

成
り
立
つ
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
実
際
に
自
分
で
買
物
に
行

っ
た
り
、メ
デ
ィ
ア
で
そ
の
盛
況
ぶ

り
が
紹
介
さ
れ
る
の
を
見
て
い
る

う
ち
に
、
そ
の
必
要
性
を
実
感
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
」 

　
２
年
前
の
南
九
州
支
店
着
任
時

を
振
り
返
っ
て
、そ
う
語
る
の
は
業
務

課
長
の
久
保
田
和
雅（
現 

経
営
企

画
部 

広
報
・
C
S
R
室
課
長
）だ
。 

　
同
時
期
に
支
店
業
務
課
に
配

属
さ
れ
た
田
村
晴
彦
も
、「
業
界

平
均
の
粗
利
益
率
と
比
較
す
る

と
当
社
は
低
く
、そ
れ
で
や
っ
て
い

け
る
の
か
。
私
も
当
初
は
半
信
半

疑
で
し
た
が
、や
が
て
同
業
他
社

と
は
ま
っ
た
く
違
う
そ
の
経
営
哲

学
を
理
解
し
、そ
の
事
業
性
を
評

価
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
の

で
す
」
と
言
う
。 

　
２
人
が
注

目
し
た
そ
の

会
社
と
は
、
株

式
会
社
マ
キ

オ
（
本
社
・
鹿

児
島
県
阿
久

根
市
）。
当
時
、

鹿
児
島
県
内

に
24
時
間
営

業
の
大
型
ス

ー
パ
ー
「
Ａ
Ｚ
」
２
店
を
展
開
す
る

地
場
企
業
だ
っ
た
。
２
人
が
目
を

奪
わ
れ
た
の
は
、そ
の
事
業
経
営
が

余
り
に
独
創
的
だ
っ
た
か
ら
だ
。 

　
た
と
え
ば
、
そ
の
出
店
場
所
。

１
号
店
が
阿
久
根
市
、
２
号
店

が
川
辺
郡
川
辺
町
（
現
・
南
九
州

市
）
と
、い
ず
れ
も
過
疎
化
が
進

み
、
商
圏
人
口
を
考
え
る
と
、
と

て
も
大
型
店
の
商
業
立
地
と
は

言
え
な
い
。
し
か
も
、
所
得
水
準

は
全
国
ワ
ー
ス
ト
５
に
入
る
鹿

児
島
県
の
中
で
も
一
段
と
低
い
地

域
だ
っ
た
。 

　
売
場
面
積
も
阿
久
根
店
が
４
，

８
０
０
坪
、
川
辺
店
が
６
，５
０
０

坪
と
既
存
の
大
型
ス
ー
パ
ー
を
は

る
か
に
上
回
る
。
取
扱
い
品
目

数
も
そ
れ
ぞ
れ
33
万

点
と
35
万
点
で
、
生
鮮

品
か
ら
雑
貨
、
衣
料
、

家
電
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
、
さ
ら

に
は
仏
壇
・
仏
具
ま
で
。

あ
ら
ゆ
る
生
活
必
需

品
を
揃
え
、
し
か
も
値

段
が
安
い
。 

　
日
常
生
活
に
必
要
な
モ
ノ
が
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
い
つ
で
も
安
く

手
に
入
る
。
た
し
か
に
便
利
だ
が
、

な
ぜ
過
疎
地
に
こ
れ
だ
け
の
大

型
店
が
必
要
な
の
か
。
２
人
が

感
じ
た
最
大
の„
謎
“は
そ
こ
に

あ
っ
た
。 

　
も
っ
と
も
な
疑
問
だ
っ
た
。
Ａ

Ｚ
阿
久
根
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の

は
97
年
。
こ
ん
な

場
所
で
24
時
間

営
業
の
大
型
ス
ー

パ
ー
な
ん
て
無
謀
だ
、

商
圏
規
模
か
ら

考
え
て
も
売
り

場
面
積
は
３
０
０

坪
が
限
界
│
│

当
時
、
業
界
関
係

者
の
誰
も
が
そ
う
思
っ
た
と
い
う

ほ
ど
、
そ
れ
は
常
識
外
れ
の
挑
戦

だ
っ
た
。 

　
だ
が
、
そ
ん
な
予
想
に
反
し
て

阿
久
根
店
は
、
初
年
度
の
計
画

を
上
回
る
売
上
を
達
成
し
、
05

年
に
は
川
辺
店
が
オ
ー
プ
ン
。
以

来
、２
店
と
も
右
肩
上
が
り
の
経

営
を
続
け
て
き
た
。 

 「
利
益
第
二
主
義
」
で 

社
会
の
役
に
立
つ
事
業
を 

 

可
能
を
可
能
に
し
た
マ
キ

オ
の
挑
戦
。
従
来
の
小
売

業
に
は
見
ら
れ
な
い
そ
の
経
営
の

軽自動車も生活必需品として販売する。

必要な買物が１度で済む店内は、とにかく広い。

多様なニーズに応えられるよう、醤油の種類も豊富。多様なニーズに応えられるよう、醤油の種類も豊富。
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桜島直下の、ぶり、かんぱち養殖／鹿児島
錦江湾から望む桜島。手前の海には地域に根付く第一
次産業のひとつ、ぶり、かんぱちの養殖。

くろず情報館「壺畑」（坂元醸造）／鹿児島
江戸時代後期に始まった壺酢づくり。その独特の製法は
世界でも類をみない。今も当時の壺が使われている。産
業観光の一例となっている。

照国神社の鳥居と城山／鹿児島
城山観光ホテルは地域観光の拠点ともなっている。

南国情緒あふれるフェニックスと宮崎駅／宮崎
駅や周辺の景観も観光資源となっている。

24
 

核
心
に
つ
い
て
、
社
長
の
牧
尾
英
二

氏
は
言
う
。 

　
「
従
来
の
小
売
業
は
、い
か
に
会

社
が
利
益
を
上
げ
る
か
を
最
重

視
し
て
き
ま
し
た
。つ
ま
り
利
益

第
一
主
義
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、

私
は
事
業
が
社
会
的
に
役
立
つ
こ

と
を
第
一
の
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

売
上
や
利
益
以
前
に
、い
か
に
こ
の

過
疎
地
域
で
生
活
者
の
方
々
の
お

手
伝
い
が
出
来
る
か
と
苦
悶
し
た

結
果
、
準
イ
ン
フ
ラ
整
備
的
な
事

業
と
し
て
Ａ
Ｚ
を
始

め
た
の
で
す
」 

　
利
益
を
出
す
た

め
に
効
率
優
先
の

仕
組
み
を
作
る
の

で
は
な
く
、
生
活
イ

ン
フ
ラ
事
業
を
成

立
さ
せ
る
た
め
に

必
要
な
仕
組
み
を

作
る
。
そ
れ
が
牧
尾

氏
の
発
想
で
あ
り
、

そ
の
結
果
と
し
て

他
に
は
な
い
新
し
い

小
売
業
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
。 

　
そ
の
発
想
は
、
経
営
全
体
に
貫

か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
商
品
管

理
。
現
在
の
32
の
商
品
部
門
の
中

に
は
、
開
業
以
来
ず
っ
と
赤
字
の

部
門
が
あ
る
と
い
う
。
売
れ
る
商

品
を
大
量
に
さ
ば
く
の
で
は
な
く
、

１
年
に
数
個
し
か
売
れ
な
い
商
品

で
も
、
店
に
な
い
と
お
客
さ
ま
が

困
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
店
頭
に

置
い
て
い
る
か
ら
だ
。「
会
社
に
と

っ
て
は
有
利
な
こ

と
で
も
、
お
客
さ

ま
に
と
っ
て
不
利

な
こ
と
は
決
し
て

や
ら
な
い
」（
牧
尾

氏
）の
だ
。 

　
あ
る
い
は
、
店

舗
戦
略
。
一
般
に

は
多
店
舗
展
開

を
す
る
中
で
赤
字

が
続
く
店
は
閉

鎖
と
な
る
。
だ
が
、

牧
尾
氏
は
そ
う
し
な
い
。「
な
ぜ

な
ら
周
辺
住
民
の
方
に
と
っ
て
他

に
代
り
の
店
は
な
い
か
ら
。
も
ち

ろ
ん
、
全
店
舗
と
も
赤
字
な
ら
話

は
別
で
す
が
、Ａ
Ｚ
の
場
合
、一
度

出
店
し
た
ら
撤
退
し
な
い
の
が
原

則
で
す
」 

　
ほ
か
に
も
、
商
品
は
す
べ
て
買
い

取
り
で
返
品
は
な
し
／
バ
ッ
ク
マ
ー

ジ
ン
も
な
し
／
専
門
の
バ
イ
ヤ
ー

も
置
か
ず
、
商
品
は
す
べ
て
売
り

場
担
当
者
自
ら
仕
入
れ
て
自
ら

陳
列
す
る
／
軽
自
動
車
も
生
活

必
需
品
と
し
て
売
る
／
60
歳
以

上
の
高
齢
者
と
身
体
障
害
者
の
お

客
さ
ま
に
は
５
％
の
現
金
還
元
が

あ
る
／
お
客
さ
ま
用
の
買
物
バ
ス

を
用
意
し
、
電
話
で
呼
べ
ば
自
宅

ま
で
往
復
し
て
く
れ
る
、
な
ど
そ

の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。 

 

時
間
は
人
の
命
に
等
し
い 

 

時
間
営
業
も
、
お
客
さ
ま

の
利
便
性
・
安
心
感
を
考

え
て
の
も
の
だ
と
い
う
。 

　
「
田
舎
の
人
は
早
く
寝
る
と
思

わ
れ
が
ち
だ
が
、
実
際
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
は
都
会
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ

ら
な
い
。い
つ
で
も
お
店
が
開
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
集
客
に
つ
な
が

る
の
で
す
。
時
間
と
は
、い
わ
ば
人

の
命
。
お
客
さ
ま
を
レ
ジ
で
５
分

間
待
た
せ
る
こ
と
は
、お
客
さ
ま
の

命
を
５
分
間
縮
め
る
こ
と
に
等
し

い
」
と
語
る
牧
尾
氏
に
と
っ
て
、
時

間
の
使
い
方
も
お
客
さ
ま
に
自
由

に
決
め
て
も
ら
う
の
が
当
た
り
前

な
の
だ
。 

　
他
に
類
を
見
な
い
利
益
第
二
主

義
や
低
い
粗
利
益
率
。
そ
ん
な
顧

客
本
位
の
経
営
を
支
え
る
の
が
、

徹
底
し
た
低
コ
ス
ト
構
造
だ
。
過

疎
地
だ
け
に
地
価
は
安
い
。
店
舗

も
安
全
性
は
確
保
し
つ
つ
内
装
は

簡
素
に
す
る
。
こ
う
し
て
初
期
投

資
を
抑
え
る
。 

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
、人
員
シ
フ

ト
を
１
時
間
単
位
で
編
成
し
、
深

夜
は
４
〜
10
人
で
効
率
よ
く
作
業

す
る
／
電
力
も
日
中
は
自
家
発
電
、

深
夜
は
コ
ス
ト
が
安
い
電
力
会
社
の

電
力
を
利
用
す
る
／
ス
ー
パ
ー
に
は

つ
き
も
の
の
チ
ラ
シ
も
正
月
な
ど
年

数
回
に
限
定
す
る
、と
い
っ
た
か
た

ち
で
経
費
削
減
に
努
め
る
。 

　
こ
う
し
て
Ａ
Ｚ
は
、
地
域
に
不

照国神社の鳥居と城山／鹿児島
城山観光ホテルは地域観光の拠点ともなっている。

朝獲れたばかりの魚が、丸物のまま店頭に並ぶ。朝獲れたばかりの魚が、丸物のまま店頭に並ぶ。

神棚・仏具も豊富に取り揃えられている。
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南
 

雲海酒造株式会社
代表取締役副社長

中島 美幸氏

　地場産業である本格焼酎をもっと知ってもらおうと、21

年前に産業観光という新しいスタイルを「酒泉の杜」とい

う形で提案したとき、ＤＢＪはその意義を理解し支援してくれ

ました。単に資金を出すだけではなく、地域経済を発展させ

るために個々の企業はどうあるべきか、長期的なスパンで

考え、提案してくれるのがＤＢＪだと思います。今でも印象

に残っているのは、当時の支店長から「宮崎だけでなく、

南九州という広域枠で将来の発展を考えていかないと

ダメです」と言われたことや、ＤＢＪの音頭で地域振興のた

めの勉強会を立ち上げて侃々諤々の議論を行ったりした

ことです。その勉強会は、南九州経済連絡協議会という

かたちで今も続いています。

　２０００年頃から本格焼酎ブームが起き、６～７年間続き

ました。その際、当社では品質維持を第一に、既存工場の

設備を改良して増産対応しました。今後も本格焼酎ファ

ンの期待に応えるために、高品質な商品を常に安定的に

供給していくことが当社の使命だと考えています。

　市場構造は変化しています。当社でも創業時はそば焼

酎が人気でしたが、その後、麦焼酎へ移り、現在は芋焼酎

が伸びて、３品目をそれぞれ３分の１ずつ生産しています。

今後、長期的にもこのバランスを維持することで市場の

変化に対応出来ると考えており、これに合った生産設備

の更新を計画しているところです。ＤＢＪには引き続きサ

ポートをお願いしたいと考えています。

「これからのDBJに問われるのは、お客さまとの対話力。もっと

敷居を低くして気軽に相談出来る雰囲気を作り、お客さま

とのコミュニケーションを深めていきたいと思います」 

DBJ南九州支店　業務課　田村 晴彦 

綾工場の焼酎棟

雲
 

可
欠
な
小
売
業
と
し
て
支
持
さ
れ
、

成
長
を
続
け
て
い
る
。
牧
尾
氏
は
「
Ａ

Ｚ
が
あ
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
言

わ
れ
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
過
疎
地
で

お
客
さ
ま
の
た
め
に
愚
直
に
や
っ
て

い
く
」
と
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
将
来
を
見
据
え
る
。 

　
今
年
３
月
に
は
第
３
号
店
を
霧 

島
市
隼
人
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
Ｄ
Ｂ

Ｊ
は
２
号
店
お
よ
び
３
号
店
の
建

設
に
際
し
て
地
域
金
融
機
関
な
ど

と
も
連
携
し
て
資
金
面
で
の
支
援

を
行
っ
た
が
、
特
に
３
号
店
で
は
Ｄ

Ｂ
Ｊ
が
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
、メ
ガ
バ
ン
ク

２
行
が
参
加
行
と
な
っ
て
、シ
ン
ジ

ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
に
よ
る
資
金
提
供
（

22
億
円
）
を
行
っ
た
。
鹿
児
島
県
で

は
大
規
模
と
な
る
同
ロ
ー
ン
組
成

の
背
景
に
つ
い
て
田
村
は
言
う
。 

　
「
２
号
店
の
建
設
に
際
し
て
、

Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、マ
キ
オ
様
の
ビ
ジ
ネ
ス

の
本
質
を
理
解
し
、
そ
の
事
業
性

を
評
価
し
て
融
資
を
行
い
ま
し
た
。

そ
う
し
て
培
わ
れ
た
信
頼
感
が
、

３
号
店
で
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー

ン
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」 

  

    

産
業
観
光
の 

可
能
性
を
拓
く 

 

九
州
支
店
で
は
伝
統
あ
る

地
場
産
業
に
対
し
て
も
一
貫

し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
本
格
焼

酎
の
製
造
・
販
売
を
行
う
雲
海
酒

造（
本
社
・
宮
崎
市
）の
場
合
も
そ
の

１
つ
だ
。 

　
取
引
が
始
ま
っ
た
の
は
１
９
８
９

年
。こ
の
年
、雲
海
酒
造
は
宮
崎
県

東
諸
県
郡
綾
町
に
産
業
観
光
施
設

「
酒
泉
の
杜
」
を
オ
ー
プ
ン
。Ｄ
Ｂ
Ｊ

は
そ
の
建
設
資
金
を
提
供
し
た
。
以

来
、
現
在
ま
で
変
わ
る
こ
と
の
な
い

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
を
維
持
し
続
け

て
い
る
。 

　
実
は
「
酒
泉
の
杜
」
が
オ
ー
プ
ン

す
る
４
年
前
、雲
海
酒
造
は
綾
町
に

新
工
場
を
建
設
し
て
い
た
。
綾
町
は

日
本
一
の
規
模
で
残
る
照
葉
樹
林
の

郷
で
あ
り
、
清
流

に
恵
ま
れ
た
水
の

郷
で
も
あ
る
。
照

葉
樹
林
が
育
む

豊
か
な
大
地
を
活

か
し
、
有
機
農
業

も
活
発
に
行
わ
れ

て
い
る
。
本
格
焼

酎
造
り
に
は
最
適

の
環
境
。 

　
「
酒
泉
の
杜
」
は
、
そ
う
し
た

自
然
遺
産
を
活
か
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
綾
町
か
ら
の
誘

致
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、

照
葉
樹
林
の
文
化
の
１
つ
と
し
て

焼
酎
文
化
を
全
国
に
発
信
し
、

綾
町
を
広
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め

の
拠
点
に
し
た
い

と
い
う
地
元
の

期
待
に
応
え
る

も
の
だ
っ
た
。
Ｄ

Ｂ
Ｊ
は
産
業
観

光
の
新
し
い
ス
タ

イ
ル
を
提
案
す

る
同
施
設
が
実

現
す
れ
ば
、
南
九
州
地
域
活
性

化
へ
の
貢
献
が
期
待
出
来
る
と
判

断
し
て
支
援
に
動
い
た
。 

 

焼
酎
文
化
を
変
え
た
一
品 

 

海
酒
造
は
、
本
格
焼
酎
の

愛
好
家
に
は
な
じ
み
深
い
、

そ
し
て
日
本
の
焼
酎
文
化
を
変
え

た
と
い
わ
れ
る
そ
ば
焼
酎
「
雲
海
」

の
製
造
元
。 

　
そ
の
創
業
は
１
９
６
７
年
と
、地

場
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
比
較

的
歴
史
が
浅
い
。
そ
の
た
め
同
社
は
、

し
ゅ
せ
ん

も
り

綾工場・飛舞加乃門
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「まだお取り引き頂いていないお客さまの中には、DBJを

十分にご存知ない先もあると思うので、提案の機会

をさらに増やしていきたいと考えています」 

南
 

DBJ南九州支店　業務課　奥 直子 

豊かな照葉樹林のなかにかかる歩く吊り橋は、高さ142m、
長さ250mと世界有数の規模を誇る。ここから酒泉の杜ま
では車でわずか10分程度。豊かな自然に囲まれた土地だ。

焼
 

地
 

廃液も高栄養価な飼料に形を変え畜産に利用されて
おり、環境に配慮した取り組みがなされている。

酒泉の杜では、瓶（かめ）を使った伝統的な
本格焼酎造りも公開されている。
酒泉の杜では、瓶（かめ）を使った伝統的な
本格焼酎造りも公開されている。

巨大な蒸留装置。毎日30トンの焼酎を生み出す。

酒泉の杜には白亜のワイナリーもあり、
訪れる人 を々楽しませている。
酒泉の杜には白亜のワイナリーもあり、
訪れる人 を々楽しませている。

市
場
競
争
力
確
保
に
は
、い
ま
だ
世

の
中
に
な
い
新
種
の
焼
酎
が
必
要
と

考
え
、
創
業
当
初
か
ら
積
極
的
な

研
究
開
発
を
続
け
た
。
そ
う
し
た

姿
勢
が
、日
本
初
の
そ
ば
を
原
料
と

す
る
本
格
焼
酎
「
雲
海
」

を
誕
生
さ
せ
た
。 

　
だ
が
、そ
の
商
品
化

が
成
功
す
る
ま
で
に

は
苦
い
経
験
が
あ
っ
た

と
、同
社
副
社
長
の
中

島
美
幸
氏
は
言
う
。 

　
「
70
年
に
新
原
料
と

し
て
と
う
も
ろ
こ
し
を

使
っ
た
焼
酎
を
開
発
。

こ
れ
が
ヒ
ッ
ト
し
た
の

で
す
が
、
間
も

な
く
過
当
競
争

状
態
に
陥
り
、

売
上
が
減
少
し

ま
し
た
。
こ
の
経

験
か
ら
、
技
術

的
に
参
入
障
壁

が
高
く
、
大
き

な
市
場
が
期
待

出
来
る
本
格
焼

酎
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
し
て
73
年
に
よ
う
や
く
商
品
化

に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
す
。 

　
従
来
の
原
料
で
あ
る
芋
や
麦

な
ど
と
比
べ
て
、
そ
ば
は
水
加
減

や
温
度
管
理
な
ど
処
理
が
難
し
く
、

２
年
余
り
の
試
行
錯
誤
が
必
要

で
し
た
。
最
初
は
苦
労
し
ま
し
た

が
、
蒸
留
後
の
貯
蔵
期
間
を
長
く

し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
ま
ろ
や
か

で
甘
み
の
あ
る
も
の
に
や
っ
と
辿

り
着
き
ま
し
た
」 

　
そ
れ
ま
で
に
な
い
味
わ
い
を
持
つ

そ
ば
焼
酎
「
雲
海
」
の
人
気
は
次

第
に
高
ま
り
、や
が
て
首
都
圏
で

も
ヒ
ッ
ト
、全
国
区
商
品
と
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
焼
酎
は
お
湯
割
り
で
飲

む
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、「
雲
海
」

は
水
割
り
や
ロ
ッ
ク
で
も
飲
み
や
す

い
点
が
受
け
て
、
若
者
や
女
性
を

含
む
幅
広
い
フ
ァ
ン
層
を
獲
得
。
ま

さ
に
日
本
の
焼
酎
文
化
を
変
え
る

一
品
と
な
っ
た 

 

焼
酎
ブ
ー
ム
に
も 

一
役
買
う 

 

酎
産
業
に
対
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｊ

の
支
援
は
、資
金
面
だ
け
に

止
ま
ら
な
い
。
03
年
頃
か
ら
本
格
化

し
た
焼
酎
ブ
ー
ム
で
も
、
実
は
Ｄ
Ｂ

Ｊ
が
一
役
買
っ
て
い
る
。 

　
ブ
ー
ム
に
先
立
つ
02
年
、南
九
州

支
店
は「
焼
酎
と
経
済
│
南
九
州『
焼

酎
楽
土
』
構
想
│
」
と
題
す
る
地
域

振
興
レ
ポ
ー
ト
発
表
。
同
レ
ポ
ー
ト

は
、
南
九
州
の
本
格
焼
酎
に
つ
い
て

初
め
て
本
格
的
な
デ
ー
タ
分
析
を

行
っ
た
も
の
で
、中
島
氏
も
「
こ
の
レ

ポ
ー
ト
が
一
つ
の
契
機
と
な
っ
て
、
南

九
州
の
本
格
焼
酎
が
全
国
的
に
注

目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
評

価
す
る
。 

　
実
際
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
サ
イ
ド
か
ら
見
て

も
レ
ポ
ー
ト
の
効
果
は
大
き
か
っ
た
。

「
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
焼
酎
業
界
の

お
客
さ
ま
が
増
え
、
今
も
約
10
社

と
お
取
引
を
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

直
接
の
お
取
引
は
な
い
お
客
さ
ま
と

も
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
が
保
た
れ
て

い
ま
す
」（
田
村
）と
い
う
。 

　 

    

旅
館
・
ホ
テ
ル
を
元
気
に 

 

域
の
お
客
さ
ま
と
の
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
の
深
化
に
向
け

て
、南
九
州
支
店
で
は
新
し
い
取
り

組
み
も
始
め
て
い
る
。
地
域
の
主
要

産
業
で
あ
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
各
社

に
対
し
て
、こ
れ
ま
で
に
な
い
切
り
口

で
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
推
進
役

と
な
っ
て
い
る
業
務
課
の
奥
直
子
は
、

「
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
の
お
客
さ
ま
に
向

け
て
経
営
改
善
提
案
を
行
う
こ
と
で
、

投
融
資
や
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
な
ど
の

潜
在
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
」
と

言
う
。 

　
奥
が
そ
う
し
た
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
に
は
訳
が
あ
る
。
昨
年
６
月
に

支
店
に
着
任
す
る
前
、奥
は
１
年
間
、

米
国
コ
ー
ネ
ル
大
学
ホ
テ
ル
ス
ク
ー
ル

へ
留
学
し
、ホ
テ
ル
経
営
に
関
す
る
最

新
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
を
学
ん
だ
。

そ
こ
で
学
ん
だ
ス
キ
ル
を
実
践
に
活

か
す
べ
く
、個
別
の
お
客
さ
ま
へ
の
提

案
を
重
ね
て
い
る
。 

　
「
た
と
え
ば
、日
本
に
は
ま
だ
導

入
さ
れ
て
い
な
い
レ
ベ
ニュ
ー
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
単
価
を
上
げ
て

利
益
を
最
大
化
す
る
た

め
の
ツ
ー
ル
な
の
で
す
が
、

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
日
本
の

ホ
テ
ル
経
営
の
中
に
持
込

ん
で
も
使
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、お
客

さ
ま
ご
と
に
個
別
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し

て
提
案
し
な
が
ら
、少
し
ず
つ
で
も

検
討
し
て
頂
け
る
よ
う
努
力
し
て
い

ま
す
」 

　
奥
の
試
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。「
民

営
化
後
の
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
し
て
の
新
し
い

提
案
営
業
モ
デ
ル
を
作
り
た
い
。
そ

し
て
、何
よ
り
も
地
域
の
旅
館
・
ホ
テ

ル
業
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
見
せ
る
。 

 

絆
の
真
価
が
問
わ
れ
る 

 

九
州
に
は
個
性
的
な
企

業
や
歴
史
の
あ
る
企
業

が
多
い
。
従
っ
て
、こ
の
地
で
は
お
客

さ
ま
と
濃
い
お
つ
き
あ
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
か
な
い
と
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
は
成
立
し
ま
せ
ん
」 

　
南
九
州
支
店
で
２
年
間
、Ｒ
Ｍ
を

担
当
し
て
き
た
田
村
の
感
想
だ
。

同
様
の
思
い
は
久
保
田
や
奥
に
も

あ
る
そ
う
で
、「
地
域
と
の
絆
の
強

さ
で
は
、お
そ
ら
く
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
全
国

10
支
店
の
中
で
一
番
で
は
な
い
か
」（
久

保
田
）、「
人
と
人
の
結
び
つ
き
が
強

く
、
人
づ
き
あ
い
の
中
に
入
っ
て
い

く
の
に
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
」

（
奥
）と
言
う
。 

　
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
通
し
て
、
南
九
州
支
店
で
は

地
域
の
お
客
さ
ま
の
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
支

店
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。

支
店
と
し
て
は

小
規
模
な
方
で
、

業
務
が
完
結
す

る
こ
と
は
少
な

い
か
ら
だ
。「
だ

か
ら
極
力
、
本

店
と
の
連
携
を

図
り
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
全

体
と
し
て
地
域

廃液も高栄養価な飼料に形を変え畜産に利用されて
おり、環境に配慮した取り組みがなされている。

巨大な蒸留装置。毎日30トンの焼酎を生み出す。
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エレクトロニクスにみる 
製品のライフサイクルと 

事業戦略 

　
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
業
界
で
は
、昨
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

か
ら
始
ま
っ
た
、急
速
な
需
要
の
減
退
で
企
業
業
績
が
悪
化
し

て
い
る
。パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
ば
か
り
で
な
く
、薄
型
テ
レ
ビ
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
、ア
ナ
ロ
グ
製
品
か

ら
デ
ジ
タ
ル
製
品
へ
の
代
替
需
要
を
つ
く
り
出
し
た
分
野
の
製

品
で
も
、販
売
単
価
が
下
が
っ
た
り
販
売
台
数
の
伸
び
悩
み
が
み

ら
れ
る
。こ
れ
ら
の
製
品
に
組
み
込
ま
れ
る
半
導
体
も
、当
然
の

こ
と
な
が
ら
採
算
面
で
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

　
し
か
し
、日
系
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
メ
ー
カ
ー（
以
下
日
系
メ
ー

カ
ー
）を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
は
景
気
悪
化
に
よ
る
「
デ
ジ
タ

ル
景
気
」
の
変
調
に
よ
る
も
の
だ
け
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
デ
ジ

タ
ル
製
品
は
、キ
ー
デ
バ
イ
ス
の
増
産
体
制
の
整
備（
設
備
増
強
、

歩
留
ま
り
改
善
）に
よ
っ
て
手
の
届
き
や
す
い
価
格
に
な
り
、市

場
が
本
格
的
に

拡
大
し
て
、
数
量

増
と
共
に
急
速

に
普
及
し
て
い
く

【
図
表
】
。
そ
も

そ
も
日
系
メ
ー
カ

ー
各
社
は
こ
れ
ま

で
の
「
デ
ジ
タ
ル

景
気
」
の
恩
恵
を

十
分
享
受
で
き

て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
優
位
性
を
も

っ
た
部
材
を
供
給

で
き
る
メ
ー
カ
ー
は
相
応
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
た
と
は
い
え
、

そ
の
ほ
か
の
分
野
で
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
理
由
と
し
て
は
、①
デ
ジ
タ
ル
製
品
で
は
、キ
ー
デ
バ
イ
ス

に
付
加
価
値
が
集
中
す
る
傾
向
が
強
い
、②
製
品
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
が
短
い
た
め
市
場
投
入
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
で
失
敗
す
る

と
開
発
コ
ス
ト
に
見
合
う
収
益
を
確
保
し
に
く
い
、
そ
し
て
③

キ
ー
デ
バ
イ
ス
の
調
達
が
で
き
れ
ば
、最
終
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
参
入
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
た
め
、
複
数
企
業
に
よ
る

価
格
競
争
に
陥
り
や
す
い
、な
ど
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
日
系
メ
ー
カ
ー
は
、こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
製
品
が
も
つ
特
有
の

環
境
の
中
で
、キ
ー
デ
バ
イ
ス
で
は
欧
米
メ
ー
カ
ー
に
「
デ
フ
ァ
ク

ト
」
を
確
保
さ
れ
、汎
用
デ
バ
イ
ス
や
最
終
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
多
く
で
は
韓
国
や
台
湾
な
ど
ア
ジ
ア
メ
ー
カ
ー
と
の
競
合

を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
ア
ジ

ア
メ
ー
カ
ー
は
、

意
思
決
定
の
ス

ピ
ー
ド
が
速
く
、

適
時
の
巨
額
投

資
に
よ
る
価
格

競
争
力
の
確
保

に
長
け
て
い
る
。

結
果
と
し
て
、ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
圧
倒
的
な
価
格
引
下
げ
や
、製
品
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
成
長
期
か
ら
成
熟
期
へ
一
気
に
シ
フ
ト
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、グ
ロ
ー
バ
ル
シ
ェ
ア
を
と
る
こ
と
で
上
位
企
業
と

し
て
付
加
価
値
の
集
中
を
実
現
し
て
い
る
。
日
系
メ
ー
カ
ー
の
多

く
は
彼
ら
の
事
業
戦
略
に
苦
戦
し
て
い
る
が
、従
来
か
ら
の
ア
ナ

ロ
グ
技
術
に
強
み
を
も
つ
企
業
は
優
位
性
を
保
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
光
学
デ
バ
イ
ス
な
ど
の
ア
ナ
ロ
グ
製
品
は
、デ
ジ
タ
ル
製
品

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
上
に
、「
す
り
あ
わ
せ
」
や
「
粘
り
強

い
改
善
」
と
い
っ
た
日
系
メ
ー
カ
ー
が
強
み
と
す
る
部
分
に
付
加

価
値
が
集
ま
り
や
す
く
、か
つ
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
も
長
い
。

日
系
メ
ー
カ
ー
は
ア
ナ
ロ
グ
技
術
の
強
み
を
活
か
し
て
「
デ
ジ
タ

ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を
融
合
し
た
分
野
で
の
戦
略
強
化
」
が
一
層
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
短
期
化
し
て
い
る
観
点
か
ら
は
、

萌
芽
期
の
技
術
を
複
数
確
保
し
て
、研
究
開
発
投
資
な
ど
で
い

ち
早
く
差
別
化
す
る
戦
略
も
重
要
と
な
る
。
車
載
用
二
次
電
池

や
白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
に
加
え
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
を
中
心

に
、ど
の
よ
う
な
萌
芽
期
の
技
術
を
次
の
コ
ア
と
す
る
か
、日
系

メ
ー
カ
ー
の
事
業
戦
略
が
注
目
さ
れ
る
。
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2

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
に
し
て
い

る
」
と
久
保
田
は
言
う
。 

　
「
た
と
え
ば
最
近
、
電
機
・
機
械

業
界
は
市
況
全
体
が
落
ち
込
み
、

地
域
企
業
に
と
っ
て
先
の
見
え
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。一
方
で
本

店
産
業
調
査
部
で
は
業
種
ご
と
の

最
新
動
向
を
把
握
し
て
い
る
。
そ
こ

で
産
業
調
査
部
の
ス
タ
ッ
フ
に
支
店

に
足
を
運
ん
で
も
ら
っ
て
直
に
話
を

し
て
も
ら
っ
た
り
、あ
る
い
は
、お
客

さ
ま
が
東
京
へ
出
張
さ
れ
る
際
に

面
談
を
セ
ッ
ト
す
る
と
い
っ
た
具
合
。

こ
う
し
た
情
報
提
供
を
含
め
、
南

九
州
支
店
で
は
オ
ー
ル
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と

し
て
お
客
さ
ま
へ
の
最
適
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
」 

　
地
域
活
性
化
支
援
を
一
貫
し
て

掲
げ
る
Ｄ
Ｂ
Ｊ
。
そ
の
姿
勢
は
今
後

も
決
し
て
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
そ

の
意
味
で
、地
域
と
の
絆
の
強
さ
全

国
一
を
自
認
す
る
南
九
州
支
店
は
、

お
客
さ
ま
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
の
ま
さ
に
最
前
線
に
い
る
。 

日本政策投資銀行　南九州支店長　水野 雄司 　南九州は、経済的にも文化的にも独自色が強い地域です。す

なわち、工業化とそれに伴う輸出主導で成長してきた日本の

中で、地理的な問題で流通コストも高く、大消費地からも遠

いなどのハンディを抱えており、戦後の高度成長モデルから

は取り残されていた。しかしながら、それを横目に畜産を中心と

した第一次産業、焼酎等の食品関連産業がしっかりと形成さ

れており、かつ豊かな自然があって観光業も発展しています。

その独自性が幸いして、昨年来の不況に際しても景気の落ち

込み方は全国に比べて緩やかです。

　そんな特色を持つ南九州ですが、2011年春には九州新幹

線鹿児島ルートが全線開通し、新大阪までの直通運転が始ま

ります。これによって生活面でも経済面でも大きな影響を受け

ることになり、これまで無縁だった全国規模の大競争にも巻き

込まれることになるでしょう。いわば“本格開国”です。必然的

に地域も変革期を迎えるわけですが、他地域との競争の中で

埋没しないためには、地域としての独自性を持っていることが

重要です。その意味でこれまで独自の産業、文化を育んできた

南九州は、将来においても確固とした位置を占めていくでしょう。

明治維新の原動力となった薩摩藩のDNAは生きているはず

ですよ。

　ＤＢＪは事業支援に際して単に投融資の可否を判断するの

ではなく、どうすれば融資が可能になるか、投資の採算性や地

域に対する影響などを広い視野から検討します。産業界、県、市、

大学、などのセクターにネットワークを持つＤＢＪは、今後も地域

のために全力で貢献していく所存です。

■世界液晶テレビ需要台数

日本政策投資銀行
産業調査部　課長　洞 靖英



生
命
の
循
環
を
回
復
さ
せ 

 
蒲
鉾
の
価
値
を
次
代
に
つ
な
ぐ
。 

 

鈴廣かまぼこ株式会社 

代表取締役副社長　鈴木悌介 氏 

Designship 未来人図鑑 Designship 未来人図鑑 

日本の代表的な伝統食品である蒲鉾。
1000年以上も前から日本人に食べ
続けられてきたのには、おいしさ以外
の理由がある。栄養価が高く、血栓
予防や悪玉コレステロール抑制など
に効果があるためだ。近年では生活
習慣病や老化の原因となる活性酸
素除去にも有効であることが分かっ
てきた。だが食生活の多様化の中で、
蒲鉾の存在感は薄れている。蒲鉾づ
くり一筋144年。1865年創業の老舗・
小田原鈴廣は、そんな蒲鉾の復権を
めざして新たなマーケティングに取り
組んでいる。

箱根登山鉄道「風祭駅」（神奈川県小田原市風祭）から徒歩
2分の場所にある「かまぼこ博物館」には、1982年から開催され
ている「小さな美術展かまぼこ板絵コンクール」の受賞作品を
中心とした、作品展が常設されている。ここでは職人による伝統
的なかまぼこ作りを見学できたり、実際にかまぼこの手作りを体
験することもでき、かまぼこをもっと身近にしてくれる。

かまぼこ手作り体験教室では、プロの職人から伝統
の技術を教えてもらえる。参加者は小さな子どもか
らシニアの方までと幅広い。もちろん作ったかまぼこ
は持って帰れるので、自作かまぼこの味を楽しみに、
慣れない手つきでかまぼこ作りを楽しんでいる。

い

の

ち

 

21
世
紀
の
ア
ミ
ノ
酸
食
品 

 

│
│
蒲
鉾
は
身
近
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
歴
史
や

価
値
に
つ
い
て
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

 

　
現
存
す
る
最
古
の
記
録
と
し
て
は
１
１
１
５

年
の
古
文
書
「
類
聚
雑
要
抄
」
に
蒲
鉾
に
関
す

る
記
述
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
の
起
源
は
そ
れ
よ

り
は
る
か
以
前
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
長

く
生
き
続
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
の
価

値
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

　
栄
養
面
で
見
て
も
蛋
白
質
の
固
ま
り
で
、１
本

の
蒲
鉾
に
は
７
〜
８
尾
の
魚
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
含
ま
れ
る
９
種
類
の
蛋
白
質
は
、
す
べ

て
体
で
は
合
成
さ
れ
ず
食
事
か
ら
と
る
必
要
が

あ
る
必
須
ア
ミ
ノ
酸
で
す
か
ら
、
健
康
に
は
文
句

な
く
良
い
。
ま
た
５
〜
６
年
前
か
ら
大
学
と
連
携

し
て
研
究
を
重
ね
た
結
果
、
活
性
酸
素
の
発
生

を
抑
え
る
、
血
圧
を
安
定
さ
せ
る
と
い
っ
た
機
能

的
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
上

質
な
蛋
白
質
を
凝
縮
さ
せ
て
手
軽
に
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
蒲
鉾
は
、
21
世
紀
の
ア
ミ
ノ
酸
食

品
と
い
え
る
の
で
す
。 

 

│
│
日
本
人
の
食
習
慣
が
変
わ
る
中
、
蒲
鉾
を

食
べ
る
機
会
は
減
っ
て
い
ま
す
。
蒲
鉾
復
権
に
向

け
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

 

　
１
つ
は
新
し
い
食
べ
方
の
提
案
で
す
。
た
と
え

ば
「
か
ま
ぼ
こ
板
リ
ア
ン
」
。
蒲
鉾
に
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
と
塩
を
か
け
る
と
、
す
ご
く
お
い
し
く
、
白

ワ
イ
ン
と
も
合
い
ま
す
。
ま
た
、
蒲
鉾
自
体
の
味

を
損
な
わ
な
い
よ
う
な
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
開
発
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
使
っ
て
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
風
に
し
て

食
べ
て
も
、
と
て
も
お
い
し
い
の
で
す
。
新
し
い
食

べ
方
を
広
め
、
も
っ
と
日
常
の
食
生
活
シ
ー
ン
に
の

ぼ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
も
っ
と
も
、こ
れ
か
ら
の
時
代
は
蒲
鉾
を
作
っ

て
売
る
だ
け
で
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
蒲
鉾
を
１
つ

の
メ
デ
ィ
ア
と
考
え
、
お
客
さ
ま
の
生
活
に
プ
ラ
ス

の
提
案
を
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
出
来
な
い
限

り
は
、い
く
ら
お
い
し
い
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
何
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
の
商

売
の
定
義
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。 

　
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
将
来
を
に
ら
ん
だ
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
２
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
展
開
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
、
鈴
廣
の
姉
妹
ブ
ラ

ン
ド
「
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
　
Ｃ
Ａ
Ｋ
Ｅ 

＆ 

Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
」
か

ら
、
こ
の
６
月
に
魚
が
原
料
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
「
シ

ー
セ
ー
ジ
」
を
発
売
し
ま
し
た
。
お
客
さ
ま
に

蒲
鉾
の
お
い
し
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、
も
っ

と
蒲
鉾
を
食
し
て
頂
く
き
っ
か
け
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
次
に
、
や
は
り
姉
妹
ブ
ラ
ン
ド
の
「
マ
リ
ン
サ

プ
リ
」
か
ら
発
売
す
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
「
サ
カ
ナ

の
ち
か
ら
」
で
す
。
魚
の
す
り
身
を
原
料
に
、
良

質
な
魚
蛋
白
を
植
物
酵
素
で
分
解
し
て
ペ
プ
チ

ド
状
に
し
た
も
の
で
、
20
種
の
ア
ミ
ノ
酸
が
補
給

出
来
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
形
で
、
蒲
鉾
と
い
う
コ
ア
コ
ン
ピ
タ

ン
ス
を
周
辺
事
業
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。 



Designship 未来人図鑑 

1955年、「鈴廣」創業家の次男として生まれる。大学卒業後、新設された海
外事業部に配属となり、ロスアンゼルスでの蒲鉾の現地生産のために設立
されたスズヒロUSA、JACクリエイティブフーズ社長を歴任。96年より副社長。
「経営の基本は現状否定。昨日までは良くても明日の保証はありませんから」
と、長男で社長の博晶氏と手を携えて鈴廣グループの経営の指揮をとる。日
本YEG会長（日本商工会議所青年部 平成15年度会長）

Designship 未来人図鑑 

Teisuke Suzuki
老
舗
に
あ
っ
て
老
舗
に
あ
ら
ず 

│
│
１
８
６
５
年
創
業
の
老
舗
・
鈴
廣
に
伝
え
ら

れ
る
家
訓
は
あ
り
ま
す
か
。

 

　
家
訓
的
な
も
の
は
な
い
の
で
す
が
、
先
々
代
が

書
き
残
し
た
言
葉
「
老
舗
に
あ
っ
て
老
舗
に
あ
ら

ず
」
を
社
是
に
し
て
い
ま
す
。 

　
「
老
舗
に
あ
っ
て
」
と
は
、
お
客
さ
ま
に
対
す
る

姿
勢
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
鈴
廣
が
商
売

を
続
け
ら
れ
た
の
は
、い
つ
の
時
代
に
も
お
客
さ
ま

が
居
続
け
て
下
さ
っ
た
か
ら
。
だ
か
ら
、お
客
さ
ま

の
正
面
を
向
い
て
、お
客
さ
ま
の
目
を
見
て
仕
事
を

す
る
姿
勢
を
変
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
「
老
舗
に
あ
ら
ず
」
と
は
、
仕
事
の
仕
方
で
す
。

時
代
と
と
も
に
お
客
さ
ま
も
の
好
み
も
変
わ
り
ま

す
。
常
に
今
の
お
客
さ
ま
の
求
め
る
も
の
に
合
わ
せ

て
、
仕
事
の
仕
方
を
変
え
て
い
く
こ
と
を
説
い
て
い

ま
す
。 

　
変
え
て
い
け
な
い
も
の
は
変
え
な
い
が
、
変
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
は
積
極
的
に
変
え
る
。
そ
う

し
た
心
情
が
、
創
業
以
来
の
営
み
の
中
に
脈
々
と

流
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

│
│
１
４
４
年
の
歴
史
は
決
し
て
順
風
満
帆
で
は

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
経
営
の
転
機
は
あ
り
ま
し

た
か
。 

 

　
一
番
の
出
来
事
は
、１
９
６
２
年
に
現
在
の
地
に

工
場
を
移
転
し
た
こ
と
。
も
と
も
と
町
な
か
に
あ

る
魚
市
場
の
一
角
で
商
売
し
て
い
た
の
で
す
が
、た

だ
蒲
鉾
を
作
っ
て
市
場
に
出
荷
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
次
の
時
代
に
合
う
よ
う
に
仕
事
の
幅
を
拡
げ

よ
う
と
両
親
が
一
念
発
起
し
て
、
当
時
ま
だ
一
面
田

ん
ぼ
だ
っ
た
こ
の
地
に
移
っ
て
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
を
造
り
、

工
場
も
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
た
の
で
す
。
お
客
さ
ま
は

蒲
鉾
を
作
る
場
面
が
見
ら
れ
る
し
、
私
た
ち
は
手

売
り
を
す
る
こ
と
で
お
客
さ
ま
の
顔
が
直
に
見
ら

れ
る
。
メ
ー
カ
ー
直
販
の
先
駆
け
的
な
こ
と
を
や
っ

た
わ
け
で
、
鈴
廣
の
今
を
作
っ
た
出
来
事
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。 

 

人
口
減
少
社
会
へ
向
け
て 

 

│
│
将
来
へ
向
け
て
、
現
在
は
ど
ん
な
挑
戦
を
し

て
い
ま
す
か
。

 

　
当
社
に
は
「
食
す
る
と
は
、
生
命
（
い
の
ち
）
を
い

た
だ
き
、生
命
を
う
つ
し
か
え
る
こ
と
。
そ
の
一
翼
を

担
う
の
が
私
た
ち
の
仕
事
。
か
け
が
え
の
な
い
地
球

の
中
で
、こ
の
役
割
こ
そ
我
が
天
職
」
と
い
う
企
業

理
念
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、生
命
の
し
く
み
の

重
さ
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

の
企
業
理
念
に
基
づ
い
て
、生
命
の
循
環
を
取
り
戻

す
試
み
を
始
め
て
い
ま
す
。 

　
古
来
、
海
と
大
地
と
森
は
つ
な
が
っ
て
、そ
の
循

環
の
中
で
す
べ
て
の
生
命
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
今
は
切
れ
切
れ
状
態
に
あ
り
ま
す
。
食
を

商
う
者
と
し
て
、そ
の
循
環
を
な
ん
と
か
回
復
さ

せ
ら
れ
な
い
か
と
考
え
、５
年
ほ
ど
前
に
１
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
ま
し
た
。
蒲
鉾
の
原
料
加
工
の
過

程
か
ら
出
る
骨
や
皮
や
内
臓
か
ら
肥
料
を
作
っ
て

地
元
の
農
家
さ
ん
で
使
っ
て
も
ら
い
、そ
う
し
て
収
穫

さ
れ
た
果
物
を
使
っ
て
ジ
ャ
ム
を
作
り
、「
汐
風
の
果

樹
園
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
し
始
め
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、そ
う
し
た
循
環
の
仕
組
み
を
活
か
し
て

本
格
的
な
事
業
化
を
図
る
べ
く
、こ
の
６
月
に
は
魚

肥
で
作
っ
た
野
菜
と
地
魚
を
使
っ
た
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
レ
ス
ト

ラ
ン「
え
れ
ん
な
ご
っ
そ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
こ
と
が
新
し
い
観
光
を
通
じ
た
ま
ち

づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
け
れ
ば
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
小
田
原
は
観
光
地
で
も
あ
り
ま
す
が
、こ
れ

か
ら
は
観
光
も
名
所
旧
跡
を
回
っ
て
終
わ
り
で
は

な
く
、
小
田
原
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
が
必
要
で
す
。
農
業

体
験
を
含
む
観
光
を
通
じ
て
生
命
の
つ
な
が
り
を

実
感
し
て
も
ら
え
る
、そ
う
い
う
分
野
に
関
わ
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

│
│
人
口
減
少
が
進
む
日
本
。
中
長
期
的
な
展
望

と
戦
略
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 

　
今
後
の
人
口
動
態
を
考
え
る
と
２
０
１
５
年
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。こ
の
付
近
で
団
塊
世
代
が
70

歳
を
、団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
40
歳
を
超
え
ま
す
。
元

気
な
団
塊
世
代
も
、さ
す
が
に
勢
い
が
落
ち
て
来
る

で
し
ょ
う
し
、団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
も
一
生
の
中
の
消

費
の
ピ
ー
ク
か
ら
外
れ
て
い
き
ま
す
。
問
題
は
そ
の
後

で
、ジ
ュ
ニ
ア
世
代
は
子
供
が
少
な
い
の
で
人
口
が
急

激
に
減
っ
て
い
く
。つ
ま
り
、２
０
１
５
年
は
人
口
動

態
か
ら
み
て
市
場
の
ピ
ー
ク
と
な
る
わ
け
で
す
。
そ

う
考
え
る
と
日
本
の
将
来
は
非
常
に
暗
い
。 

　
で
も
、見
方
を
変
え
る
と
、そ
れ
は
新
し
い
仕
組

み
や
ル
ー
ル
を
作
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
の
で
す
。
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
下
が
る
こ
と
を
前
提
に
、そ
の
中
で
人
々
が

幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
今
か

ら
考
え
て
い
く
の
が
経
営
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
で
は
、
鈴
廣
と
い
う
会
社
を
ど
う
し
て
い
く
か
。

実
は
、２
０
１
５
年
は
当
社
の
創
立
１
５
０
周
年
に

当
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
後
6
年
間
で
、そ
の
後
の

新
し
い
環
境
に
対
応
出
来
る
よ
う
な
企
業
体
質
に

な
ろ
う
と
号
令
を
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

１
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
１
回
の
お
客
さ
ま
を
一
生
の

お
客
さ
ま
に
す
る
」
で
す
。
１
度
来
て
頂
い
た
お
客

さ
ま
に
一
生
つ
き
合
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
商
品
、店
、

会
社
に
す
る
。
そ
れ
に
は
商
品
は
も
ち
ろ
ん
、社
員
、

会
社
の
質
を
上
げ
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
、こ
の
６

年
間
で
徹
底
す
べ
く
、９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
中

期
経
営
計
画
の
中
身
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
鈴
廣
は
、
生
命
を
お
客
さ
ま
の
生
命
に
移
し
替

え
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
１
度
、お

腹
の
中
に
落
と
し
込
む
と
、自
分
た
ち
が
や
る
べ
き

こ
と
、や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、鈴
廣
で
は
添
加
物
は
一
切
使
い
ま
せ
ん
。

あ
る
い
は
、
原
料
と
な
る
魚
は
す
べ
て
天
然
も
の
な

の
で
、
世
界
中
の
海
が
健
康
で
い
て
く
れ
な
い
と
困

る
。
だ
か
ら
、環
境
を
破
壊
す
る
よ
う
な
こ
と
に
は

決
し
て
加
担
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
て
、
食
物
を
扱
う
意
味

を
常
に
感
じ
て
い
た
い
し
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
社

会
の
役
に
立
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

箱根登山鉄道「風祭駅」に直結している「鈴なり
市場」。その名の通り、市場の情緒を楽しみながら
ショッピングができる。一口に「かまぼこ」と言っても、
ここには数多くの種類が揃えられている。

古くはお祝い事や縁起ものとして、様々な型を使っ
てかまぼこが作られていた。ここに展示されている
道具は、当然ながら機械など無い時代のもの。型
だけでなく焼き印を押すコテなども展示してあり、伝
統技術に想いを馳せるのも面白い。

鈴なり市場の中にある「かまぼこバー」。リーズナ
ブルな価格で、さまざまなかまぼこを少しずつ味わ
える。まずはこちらでお好みのかまぼこを見つけて
からショッピングを楽しめるよう、お客さまへの配慮
を忘れない。



　DBJは、2008年10月1日より指定金融機関として危機対応業務を開始しま

した。同年12月11日には「国際的な金融秩序の混乱に関する事案」が危機

認定されたことを受け、金融危機対応融資業務を行っています。 

　その後2009年4月10日に公表された「経済危機対策」においては、中堅・

大企業向け危機対応業務として計15兆円という大規模な危機対応業務

が具体的施策として掲げられました。これを受け、同年5月29日には、平成

21年度補正予算が成立し、また同年6月26日に国会において可決成立した

「株式会社日本政策投資銀行法の一部を改正する法律（同年7月3日公布・

施行）」においてはDBJの財務基盤強化が講じられ、危機対応業務を円滑

に実施できるよう対策が講じられています。 

　当該業務として実施した中堅・大企業向け融資およびCP購入に関して

生じる恐れのある損失の一部については、株式会社日本政策金融公庫の

損害担保取引により補填される枠組みも措置されているため、DBJとしては、

この損害担保取引の枠組みを適切に活用していきます。 

　DBJは、これまで培ってきた政策金融での知識や経験を活かし、金融危機

対応業務に積極的かつ機動的に取り組んできています。まさにパブリック

マインドや中立性といった特長を十分発揮し、引き続き他の金融機関とも

連携しつつ、お客さまのさまざまなニーズに迅速にお応えしてまいります。 

危機対応業務 危機対応業務 

D
B
J
が 

取
り
組
む 

金
融
危
機
対
応 

金融危機に対応した危機対応融資等のご案内

（制度概要） 

中長期資金のご融資をいたします。ご融資のほか、当行による債務保証も可能です。 

ご融資のご相談・
お申し込み ご融資実行
ご相談・お申し込み先は
当行Webサイトの
相談窓口一覧をご覧ください

審査

（対象となるお客様） 

国際的な金融秩序の混乱により、一時的に業況又は資金繰りの悪化を来している中堅企業等であって、中長期的

に、その業況が回復し、かつ、その事業が発展することが見込まれる方又はその資金繰りが改善し、経営が安定す

ることが見込まれる方となります。 

 （対象資金） 

設備資金、事業関連運転資金、返済資金、社債償還資金。 

 （ご融資額） 

お客様の資金ニーズ等を踏まえて、ご相談のうえ決めさせていただきます。 

 （金利） 

期間とリスクに応じた金利体系に基づき、一般の金融情勢に応じ、信用補完措置等も勘案して決めさせていただきます。 

 （ご融資期間） 

お客様の返済計画や、設備資金の場合は設備耐用年数等に応じて決めさせていただきます。 

 （その他） 

①資金使途の確認をさせていただきます。 

②ご融資の前提として審査をさせていただきます。 

③お申し込みからご融資まで、審査や各種手続きのため日数を要しますので、時間の余裕を持ってご相談ください。 

平成21年4月10日付「経済危機対策」に基づく以下の融資等については、各 に々ついて要件がありますので、

詳細は個別にご相談ください。 

①新発社債購入 ②コミットメント・ラインの設定

③民間金融機関と協働した形での融資 ④大企業向け融資を通じて、関連の中堅・中小企業へ資金供給

（社債償還資金貸付を含む）

（ご相談・お申し込み方法） 

ご相談・お申し込み先は当行Webサイトの相談窓口一覧をご覧ください。 

http://www.dbj.jp/pdf/service/finance/crisis/c-services.pdf
トップページ → 左側「危機対応業務について」 → ページ中段「相談窓口一覧」（PDF） 

 

20,000
（億円） （件）

15,000

10,000
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平成21年
2月末

平成21年
3月末

平成21年
4月末

平成21年
5月末

平成21年
6月末

0

600

450

300

150

0
3,130

108

301
338

384
448

10,603
12,027

14,322

18,271

■金融危機対応融資額・件数（月末時点累計）

4,000
（億円） （件）

3,000

2,000

1,000

平成21年
2月末

平成21年
3月末

平成21年
4月末

平成21年
5月末

平成21年
6月末

0

80

60

40

20

0

1,350
20

36

50 56

66

2,150

2,760 2,980

3,510

■金融危機対応CP購入額・件数（月末時点累計）


